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Up&Coming 99 号 新春巻頭対談

（左）東北大学災害科学国際研究所副所長、教授　今村 文彦 氏
（右）グリニッジ大学教授 火災安全工学グループ長　エドウィン・R・ガリア 氏

津波、避難解析の最新知見を
現代の津波防災にどう生かすか
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Up&Coming99 号　新春巻頭対談

東日本大震災の女川市での被害（写真：今村文彦氏） 災害発生時にリアルタイムで避難解析を行うイメージ
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Up&Coming 99 号 新春巻頭対談

スーパーコンピュータ「京」
（提供：理化学研究所）
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Up&Coming99 号　新春巻頭対談

EXODUSの解析結果をUC-win/Roadで 3DVR可視化した例 ハイブリッドモデルによる広域でのEXODUS解析



Up&Coming99 号 Topics8

��������	
���
������
Up&Coming 99 号 新春巻頭対談
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津波解析ソフトとUC-win/Roadの連携による、解析結果のビジュアライゼーション。
流線が矢印で表示されている（左）。避難解析と津波シミュレーションの連携も（右）
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Up&Coming99 号　新春巻頭対談
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東北大学 災害科学国際研究所監修のもと
作られた「減災風呂敷 結（ゆい）」。
「減災ポケットガイド」が付属している
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BIMやVRを積極的に活用する
タイ住宅公社

既存プロジェクトのVR化からスタート

タイ住宅公社（タイ）

�
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ユーザー紹介／第 99回ユーザー紹介／第 99回

タイ住宅公社の本部庁舎

National Housing Authority

URL● http://www.nha.co.th/

所在地● 905 Navamin Road, Khlong Chan Bang

　　　　 Kapi, Bangkok 10240

事業内容●低所得者向けの住宅開発、

　　　　　スラム街の再開発など

タイ住宅公社の事業内容の内訳。
低所得者向けの住宅供給が主な業務だ

タイ住宅公社庁舎のBIMモデルをプレゼンテーションする
IT部のサワン・スーンソービニット部長

東南アジア ユーザー特集①

User
 Information
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Up&Coming99 号　ユーザ紹介／東南アジア特集

設計者向けのソフト講習施設も完備

ドライビングシミュレータも導入

タイ住宅公社が建設する住宅のモデルハウス。
洪水対策のため高床式になっている

UC-win/Roadで作成した住宅地のVR。住宅地への緑化も力を入れていることが表現されている

BIMやVRの操作を職員に教える講習施設にはパソコンがずらりと並ぶ（左）。その一角に設置されたドライビングシミュレータ（右）
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2007年にUC-win/Roadを
即決で導入

簡単に使えて
プロポーザルには不可欠に

TECCO 2 社（ベトナム）
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ユーザー紹介／第 99回

TECCO 2社のオフィスが入居するビル

Transport Engineering Consultant Joint stock 

Company no 2 (TECCO 2)

URL● http://tecco2.com.vn/

所在地● ��������	
����
���������
����������
�������������������	���������� ��!
事業内容●道路設計など

UC-win/Roadの使い勝手を語るTECCO 2社の副部長、
マイ・マン・ホン氏

UC-win/Roadで作成した山岳部ハイウエーのVR（上）
TECCO 2社のパンフレットに掲載されたUC-win/Roadの VR作品（下）

東南アジア ユーザー特集②

User
 Information
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Up&Coming99 号　ユーザ紹介／東南アジア特集

ベトナムの交通事情も作品に反映

自社開発ソフトとの連携で
さらに活用を

ノートパソコンでVR作品を紹介するマイ・マン・ホン氏 UC-win/Roadで作成した橋梁部のVR

ベトナム・ハノイ市内の交差点で信号待ちをするバイク。
女性用ヘルメットはボニーテール用に切り欠きがある

市街地のVR。ベトナムの交通事情を反映してバイクが多くなっている
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ユーザー紹介／第 99回

AllplanをBIMモデル作成に活用し、
UC-win/Roadでリアルなプレゼン

スイーホン社（シンガポール） Swee Hong Engineering & Construction Pte Ltd

URL● http://www.sweehong.sg/

所在地●190A/190C Choa Chu Kang Avenue 1,

 　　　　Singapore 689466

事業内容●道路、橋、トンネル、地盤改良などの

　　　　　土木事業のほか建築や設備、造園など

BIMモデルの部材にインプットされた
属性情報の例（資料：Swee Hong）

建設コンサルタントが作成した2次元図面のPDFデータを基に作成した
モノレール駅のBIMモデル（資料：Swee Hong）

東南アジア ユーザー特集③

User
 Information
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Up&Coming99 号　ユーザ紹介／東南アジア特集

シンガポールでもBIMは発展途上  PDF
図面から3Dモデルを立ち上げることも

BIMモデルをUC-win/Roadに読み込
み施工中の現場をリアルにプレゼン

モノレール駅と高架橋のVR。下の道路を走るクルマの動きも再現した
（資料：Swee Hong）

使用しているBIMソフトのデータ連携関係図
（資料：Swee Hong）

ニコル・ハイウエー拡幅現場の工事入札時に作成した施工計画のVR。
UC-win/Roadを使用した（資料：Swee Hong）

BIMの使用を前提とした社内部門間のワークフロー（資料：Swee Hong）
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ユーザー紹介／第 99回

マリーナ・ベイ・サンズから見下ろしたガーデン・バイ・ザ・ベイ。
2020年まで整備が続く

シンガポールの新名所「ガーデン･バイ
･ザ･ベイ」の工事でもBIMが活躍

スイーホン社のアシスタント・ディレクター、ケネス・リム氏。フォーラムエイ
ト デザインフェスティバル2012の建築・BIMセッションでも講演いただいた

BCAが発行する「ビルド・スマート」誌。「BIM特集」となった2011年 12月号の表紙（左）
BIMモデルを切り出したガーデンズ・バイ・ザ・ベイの立体モデル（中央）詳細な配筋もBIMモデル化（資料：Swee Hong）
屋上にプールのあるシンガポールの新名所「マリーナ・ベイ・サンズ」のすぐ隣で整備が進められているガーデンズ・バイ・ザ・ベイ（右）
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デジタル化によるコンテンツ複製が容易になりつつある最近では、さまざまな著作権表示の形式
やライセンスレベルについての知識を備えておくことで、より効果的で柔軟な著作物の保護・再
利用を行うことができます。今回は、著作権表示に関する万国共通条約の法的背景から、インター
ネットの普及を背景に登場したクリエイティブ・コモンズのライセンス策定について紹介します。

著作権表示とその形式・概況
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TAROの海外建築教育レポート
～日本人プロフェッサーが見たアメリカ大学事情～

学歴社会とダイナミズム

価値観の多様性

日米アカデミアの温度差

新連載���

Vol. 1
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TAROの海外建
築教育レポート

コンピューター信仰の黎明期

最近のデジタル建築教育事情
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土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講座

誌上セミナー

Vol.

 OpenGLの概要

 ■図 01  OpenGLで描画した 3Dイメージの例

 OpenGLでできること

 OpenGLを使ったUC-win/Roadのプラグイン例

OpenGLとの連携開発11
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土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講座

Vol..1111

 UC-win/Road SDKで OpenGLを利用する

 UC-win/Road SDKとOpenGLの連携事例
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誌上セミナー
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　このインタフェースで定義する必要がある関数の宣言をpublic部に

追加します。
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２つの変数を初期化する

立方体の頂点の座標

立方体の法線ベクトル



土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講座
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土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講座

Vol..1111
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 ■図 3 UC-win/Road の初期画面に立方体を置くプラグインの実行画面
マテリアル属性の頂点

描画したい位置に移動変換

立方体の描画

立方体の各面の原点のインデックス

MainForm.OpenGL

視点位置の10メートル先を

計算して変数に入れる
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　   ソフトウェアによるリソースの最適化

■ レジストリとは

■  OS標準のレジストリエディタ

■  サードパーティのレジストリ編集ツール

■  注意事項

����������	
便利ソフト情報

����������	
���
����
�	��������	

�����	���

便利ソフト＆
　　　最新デバイス情報
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■ 4Kビデオカメラの特長

■ 4Kメモリーカードカメラレコーダー
 　GY-HMQ10（株式会社 JVCケンウッド）

■ 4Kビデオ映像の編集

■  今後について

　   ４Kビデオカメラ���
����
最新デバイス

ファイルフォーマット
拡張子
ビデオフォーマット
サイズ
フレームレート

MPEG－4
MP4
ACV
1,920×1,080 pix
59.940 fps

統合後
　

変換後

ProRes422(MOV ファイル )
3,840×2,160 pix
59.940 fps
MP4(MOV)
3,840×2,160 pix
29.970 fps

ファイルフォーマット
拡張子
ビデオフォーマット
サイズ
フレームレート

MPEG－４
MOV
MP4
3,840×2,160 pix
29.970 fps

4 ファイルの統合
（1ファイル化）

4連 USB
SDカードリーダー

Windows PC
( 動画編集ソフト)

ファイル変換
( ファイル形式・
フレームレート )

WindowsPC
4k2k 対応

グラフィックボード
（ATIFirePro V7900）

4k サイネージ
システム

CPU: Corei7-2600k
SDRAM: 24GB
OS: Windows7 Professional 64bit
SSD: 64GB SSD×4(415MB/s)

Windows PC

4連USBカードリーダー

CPU: Corei7-2600k
SDRAM: DDR3 PC3-12800 4GB×4
HDD: 2TB SATA 7200rpm(System)
Graphics: AMD ATI Fire Pro V7900
OS: Windows7 Professional 64bit
SSD: 64GB SSD×8(415MB/s)

Windows PC

Dpport ー HDMI 変換ケーブル　　　　※4本（別売）

1,920×1,080
30p DP-HDMI

ケーブル
×4GY-HMQ10

※お使いになる機器の構成によっては、ご要望の性能に対し十分な性能等が得られないことがあります。機器が持つすべての機能の動作を保正するものではありません。
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官民協調で ITSはじめ
新しい道路機能の創造・拡充へ

「第19回 ITS世界会議ウィーン2012」を終えて

■ITS関連サイト紹介

ITS 技術は研究室での開発段階から路上へ
UC-win/Road 最新版にも熱い視線

“ITS世界会議東京 2013”に向けて
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������ ［福岡県］

秋月眼鏡橋は、洪水のたびに
流出する板橋に代わり堅牢な永
久橋を築造したいとの藩主の命
を受けた家老宮崎織部が、長崎の石工を雇い、文化7年 (1810年 )
に築造させた石橋である。この橋は日本で唯一の御影石（花崗岩）
造りの石橋で県指定有形文化財になっている。1805年に工事が
開始され約２年後、完成直前に崩壊したため、再度の工事で5
年後の1810年に完成した。優雅な形の橋は、秋月の町並みの
シンボルとなっている。長崎橋、オランダ橋とも呼ばれていた。

洞海湾に架かる199 号の有
料橋。日本で最初の吊橋で地
域高規格道路に指定される。
若松区と戸畑区を結ぶ吊橋である。竣工当時は東洋一の吊橋であっ
た。その後、建設された長大橋は、若戸大橋を参考にして設計が行
われた。1989年、交通量増大のため主塔を替えずに歩道を廃止し、
２車線を４車線に拡幅するという世界初の工事を行った。2012 年開
通50周年記念イベントが開催された。歩道が廃止されてから航路（渡
し船）が市民の足として活躍している。（乗船時間3分100円）

海の中道大橋

若戸大橋

�

�

橋長 ● 627ｍ

博多湾に架かるアーチ橋で、アイランドシ
ティと雁の巣とを結ぶ。都市計画道路 海の中
道アイランド線の一部。1日の通行量は 2万
台を超えるため、現存のアーチ橋の横に同規
模のアーチ橋を新設する4車線化の工事が行
われている。（完成は2014 年春）

橋長 ● 750 ｍ 幅員 ● 11.5 ｍ

秋月眼鏡橋�

橋長 ● 17.9 ｍ 幅員 ● 4.6 ｍ

博多湾に架かる橋である。愛称はシーガル
ブリッジ。箱崎ふ頭と香椎パークポートを結ぶ。
臨港道路香椎パークポート線の一部である。
福岡市内の橋梁で一番長い。大きなかもめが
羽を広げているように見える。

朱塗りの欄干、心という文字をかたどった
神池、心字池に架かる太鼓橋。この太鼓橋
と平橋の三つの橋は仏教思想にいう 過去 現
在 未来の三世一念の相を現わし、この橋を
渡ることにより、三世の邪念を払うと言われ
ている。

太宰府天満宮の太鼓橋	

幅員 ● 15.2 ｍ

橋長 ● 789ｍ 幅員 ● 14.8 ｍ

北九州市 朝倉市

福岡市香椎かもめ大橋
 福岡市太宰府市
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ＮＰＯ法人 シビルまちづくりステーション
�������			
����
����
���

幅員 ● 20.28 ｍ

矢部川に架かる有明海沿岸道路の橋で、主塔間の距離 261ｍは、
コンクリート製斜張橋としては、日本一の長さである。平面曲線の影
響を改善するための傾斜主塔の採用や国内初のストッパーの採用等、
多くの技術的特徴を有する。主塔の基礎は国内最深の５０ｍである。
2008 年土木学会田中賞の作品部門を受賞した。

福岡県内最大のアーチ橋。久留米都市圏から八女市北部を経て八女
郡星野村を結ぶ目的で架橋されたが、周辺の道路が未完成のため、
交通量は日に僅かしかない。二股に分岐するアーチリブを有するアーチ
橋として、2002 年の土木学会田中賞の作品部門を受賞した。

橋長 ● 293m 幅員 ● 11 ｍ 橋長 ● 517m

朧大橋（おぼろおおはし）� 矢部川大橋�

筑後川昇開橋の建設には大変な苦労があったと伝えられている。橋
脚の深さは約15～19ｍと記録されているが、有明海は干満の差が大
きく、水面が一定でないため 掘削作業は困難を極め、橋桁を架ける時
は船で運び、潮と浮力を利用したと記録されている。筑後川の水面は
有明海の干満の影響を受け、一定ではなく干潮の時は小船は通行でき
るが、中型船以上は列車通過まで一時、止まらなければならなかった。
そこで佐賀線設置の時、船舶会社と協議、列車通過以外は船舶が優
先されるようになった。そのため昇降式可動橋が作られたと言われて
いる。現在は、昇開橋可動桁の滑車補修工事のため平成２５年６月末
まで全面通行禁止となっている。（国指定重要文化財）

橋長 ● 507 ｍ 橋長 ● 85ｍ 幅員 ● 6 ｍ

筑後川昇開橋

常盤橋は江戸時代初期に紫川に架設され大橋と呼ばれていた
が、元禄 5～7年に架け替えられてから常盤橋と呼ばれるよう
になった。常盤橋は小倉から九州各地にのびる諸街道の起点、
終点であり、当時紫川の東西を結ぶ橋は二つしかなく、城下町
の中心にあった常盤橋は非常に重要な橋であった。江戸時代の
終わりごろまで、木の基礎であったためすぐに腐り、大雨のたび
に流され、架け替えられていた。1800 年代初期に当時としては
珍しい石杭に替えたことで、橋は強度を増し、補修や維持が容
易となった。平成 7年、木材（ボンゴシ材：西アフリカ産）を
使用したことにより、江戸時代と同じ木の橋としてよみがえった。


 常盤橋�大川市 北九州市

柳川市八女市



Vol.10

®

®

®

®

スパコンならではの
高い演算性能を活用した

新しいソリューションサービス

®

®



３D・VRをクラウドで！
（登録商標 第 5445551号）
2012 年 9月10日リリース

®

®

®

®

◆経産省クラウド研究事業採択！
◆CSAJ アライアンス大賞 特別賞受賞！
◆a3S：クラウド伝送ライブラリ特許出願中

® NEW

NEW

® NEW

® 各営業所のナビゲーションサンプルを公開中！
http://www.forum8.co.jp/forum8/showroom.htm 

® http://www.forum8.co.jp/product/ucwin/VC/VC-taiken.htm
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UC-win/Road、「米国メディアパネル・イノベーションアワード」
スマートコミュニティ分野のFinalistに選定

	�
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�
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���
�
�����

�

�

「ウルトラマイクロデータセンター®」が商標登録

事業継続マネジメントシステム ISO22301のJQA認証を取得

	�
���
�
���� �
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CG-ARTS協会 人材育成パートナーとしてプレゼン掲載
	�
���
�
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傘木宏夫氏の新刊が「VRまちづくりシステムセミナー」のテキストに

�

新刊書籍『Androidプログラミング入門』好評発売中！
 スマホアプリ開発の基礎と3DVRアプリプログラミングを解説

1

2
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 福田知弘氏による「都市と
建築のブログ」の好評連載の第19回。
毎回、福田氏がユーモアを交えて紹介す
る都市や建築。今回はニューカッスルの
3Dデジタルシティ・モデリングにフォー
ラムエイトVRサポートグループのスタッ
フがチャレンジします。どうぞお楽しみく
ださい。

●オーストラリアのニューカッスル
今回は、2008年11月にANZAScA2008

学会、2011年4月にCAADRIA2011学会出

席のため、2度訪問したことのあるオースト

ラリアのニューカッスルをご紹介。ニュー

カッスルは、シドニーの北方約160kmに

ある地方都市。オーストラリアの石炭輸出

港を担う港町で、人口14.8万人。ワイン産

地で有名なハンターバレーも近い。ニュー

カッスル（New Castle）という都市は、文

字通り「新しい城」という意味。オーストラ

リアの他、イギリス、アメリカ合衆国、南ア

フリカ共和国の4カ国にあるそうだ。

ニューカッスルへのアクセスは、シド

ニーから鉄道でニューカッスル駅へ（2008

年に利用、図１）、または、ゴールドコー

ストなどから国内線でニューカッスル空

港へ（2011年に利用）。後者の場合、空

港から市内までは約25km。8人乗りの乗

合タクシーは、乗客の自宅やホテルまで

Door2Doorで運んでくれる。乗車したタク

シーは地元のおばさま方との相席となり、

ニューカッスル市内を1時間程ドライブする

ことになった。iPhoneのGPS機能で現在

位置を確認しながら乗っていると結構遠く

までやってきた感じ。

●近代建築で国際会議
ANZAScA2008、CAADRIA2011いずれ

の学会も会場となった、ニューカッスル市

庁舎（図２）。1920年代に完成。古い建物

での国際会議はやはり趣がある。セッショ

ン会場では、巨大な洋画の手前にスクリー

ンを置いてプレゼンテーション。前面に緑

の広がるバルコニーでコーヒーブレイク。

●岬と港
ニューカッスルは岬のある港湾都市。

CAADRIA2011 Conference Dinner会場

となった、Fort ScratchleyからMacquarie 

Pierという岬を見る（図３）。岬を挟んで

左側がニューカッスル港、右側がタスマン

海。洋上には巨大なタンカーが沢山停泊し

ている。これらの黒い塊をはじめて見た時

は、「何やこれ？」とドキッとしたが、よく見

魅力的な都市や
建築の紹介と
その3Dデジタルシティへの
挑戦

大阪大学大学院准教授   福田 知弘

����19
ニューカッスル：地方都市の楽しみ方             

1971年兵庫県加古川市生まれ。大阪大学大学院准教授、博士（工学）。環境設計情報学が
専門。国内外のプロジェクトに関わる。CAADRIA（Computer Aided Architectural Design Research 
In Asia）学会 会長、日本建築学会 近畿支部常議員、NPO法人もうひとつの旅クラブ副理事長、大阪旅め
がねエリアクルー。「光都・こうべ」照明デザイン設計競技最優秀賞受賞。著書「VRプレゼンテーションと
新しい街づくり」「はじめての環境デザイン学」など。
ふくだぶろーぐは、http://d.hatena.ne.jp/fukuda040416/

図3　Fort Scratchleyから岬を眺める

図2　CAADRIA2011集合写真図1　ニューカッスル駅 図4　海沿いのプールと洋上のタンカー



Up&Coming99 号都市と建築のブログ 35

ると入港の順番を待っている模様。

ビーチは幾つかあるが、表情がそれぞれ

違っており、人々はお好みで、スイミング、

サーフィン、ビーチバレー、釣りと思い思い

に楽しんでいる。海のすぐそばにはプール

も設けられており、プールと海とが一体化

した景観。11月末は南半球では初夏なの

で、夕方になってもクロール、クロール（図

４）。

ニューカッスル港からハンター川沿い

には，古いレンガ工場をリノベーションし

た古くて新しい施設が並ぶ。レストラン

やジムなどは人気が高いらしい。中でも

「Scratchleys」は川の上に張り出したレス

トラン。シーフードが名物（図５）。ボリュー

ムたっぷりで、味も申し分ないし、シドニー

ほど高くない。

●Darby Street
Newcastleの目抜き通り、Darby Street

（ダービー・ストリート）。目抜き通りと

いってもそれほど大きなものではなく、日

本の地方都市の中心部にもみられる規模。

歩道に面したカフェのしつらえが何ともう

まい。店への敷居が低くなるように、歩道

沿いにカウンターを設けたりしてある（図

６）。ついつい、店に立ち寄って、フラット・

ホワイト（Flat White）を飲む。これまた美

味い。

歩道を計測してみると、全幅は3.5m弱、

パラソルセットを除く通路幅は1.5m程（図

７）。これからはリノベーションの時代。日

本のメインストリートでも、こんな風に建

物と歩道とが一体感のあるデザインがもっ

と増えるといいですね。

ストリートを歩いていると、A Cooks 

Hill HandbookというDarby Streetも含ま

れる、Cooks Hill地区の地域密着型フリー

ペーパーを見つけた（図８）。コラージュも

あって、中々オシャレなデザイン。お店だけ

でなく、地域の歴史やコミュニティ

の紹介もある。年に2回発行と

のこと。

●さぁ、まち歩き
Darby Streetから半

島を岬方面へ歩こう。丘

を上ると、ハンター川そし

てニューカッスル港が眼下

に広がってくる。丘に上りなが

ら徐々に晴れてくる風景がワクワクさせて

くれる。ハンター川へダウンヒルする小径

の向こうには、小型ボートに引っ張られて

タンカーが港を出ていく様子が見えた（図

９）。

地元の生活スタイルを垣間見るには、住

宅も気になるところ。まち歩きの途中で、

中古アパートのオープンハウスをしていた

ので、ちょっと見学。雨宿りにももってこ

い。生活文化の微妙な違いは本当に面白

い。例えば靴を脱ぐ場所。日本のアパート

メント（マンション）では玄関扉から中に

入った専有部分で靴を脱ぐが、以前訪問

した台湾のアパートメントでは玄関扉の手

前の廊下で靴を脱いだ。ニューカッスルで

訪問したアパートメントは、玄関に上り框

がなく、土間と廊下の境界がわからなかっ

た。正に「どこではきものをぬいでくださ

い？」の世界。よく見ると、室内に少し入っ

たところに靴箱が置いてあったので、そこ

で靴を脱いだ。オープンハウスで

見学したアパートメントの広

さは110m2と日本では広

い部類に入るが、不動産

屋さんに聞けば2人向け

の仕様とのこと。業務

地にもビーチにも近い立

地もあってか、お値段は

中々。

喉が渇いたので、地元のスー

パーへ。日本でもお馴染みの野菜や果

物が機能的に並ぶ。生産国の表示もしっ

かり。許可を頂いて撮影させて頂いた（図

10）。

丘を再び上り、Fort Scratchleyまでやっ

て来る。丁度、Tunnel Toursというガイドツ

アーが行われていた。丘陵地に立ち並ぶ立

体的な街並みを一望しながら、辿ってきた

ルートを確かめてくると、かなりの丘をアッ

プダウンしてきたようだ（図１１）。景色が

図5　シーフード

図8　A Cooks Hill Handbook図 6　Darby Streetにあるカフェ

図7　Darby Street 歩道景

図 10　地元のスーパー

図9　ハンター川のタンカー
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小刻みに変わり、半島の両側の海の表情も

味わえて、何より潮風が気持ちいい。

●地方都市の楽しみ方
「これ！」というわかりやすい目玉が無

くて、観光客がわざわざ行かないような地

方都市の楽しみ方。しっかり歩いてじっく

り眺めてみるとその都市を深く知ることが

できるし、こぢんまりとした地方都市ほど

人々の日常に短時間で出会える気がしてい

る。人々が長い間住み続けているのはそれ

なりの理由がある。地の人、地のモノ、地の

情報との出会い。その都市を訪れて初めて

味わうことが多ければ多いほど「行って良

かった！また行きたい！！」と思えるのかも

しれない。

「スパコンクラウド® CGムービーサービス」では、POV-Rayにより作成し

た高精細な動画ファイルを提供します。今回の3Dデジタルシティ・ニューカッ

スルのレンダリングにも使用されており、スパコンの利用により高精細な動

画ファイルの提供が可能です。また、POV-Rayを利用しているため、UC-

win/Roadで出力後にスクリプトファイルをエディタ等で修正できます。

�

今回はオーストラリアのニューカッスル（New Castle）石

炭輸出港を担う港町の様子を再現。象徴的な岬、Nobbys 

Headlandからさらに続く防波堤の突端までランニングする

市民のキャラクタを作成。シドニーから出るNorthern Lineの

終着駅ニューカッスル駅の列車や、港で停泊する多くの巨大

タンカーが行き交う様子を表現しました。駅から程近いハー

バーでは、港を一望できるQueen's Wharf Tower周辺はカ

フェや賑わう人 を々歩行者の群集移動で設定。また、オースト

ラリアの海底をPov-Rayで地面のみの霧を発生させ、深海の

奥方向の青味を再現し、カメラに被写界深度を設定すること

により水中のボヤケを再現したレンダリングを試みました。

■VR-Cloud® 閲覧URL：http://www.forum8.co.jp/topic/toshi-

blog19.htm#city

「ニューカッスル」の3Dデジタルシティ・モデリングにチャレンジ
3Dデジタルシティ・ニューカッスルby UC-win/Road

�

図11　立体的な街並み
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New Products

   バーチャルリアリティによる道路設計セミナー
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New Products

  UC-win/Road Advanced・VRセミナー   VRまちづくりシステム体験セミナー  UC-win/Road･VRセミナー
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products

● UC-win/Road SDKセミナー
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New Products

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ



Up&Coming99 号 New Products & Service44

New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products

�� �
���

	���

���
� � �

�



Up&Coming99 号 New Products & Service50

New Products

●港湾シリーズ体験セミナー
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New Products

●下水道・水工設計体験セミナー
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New Products

●下水道・水工設計体験セミナー
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New Products

●交通解析・VRシミュレーション体験セミナー
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New Products

�

�

�

�

PCI-Express  x 16
expansion card
Half/Full length,
Single/dual slot

Haed disks
(2.5” x 4)

Motherboard

1U power
supply unit
200～1400w

Haed disks
(2.5” x 4)

Haed disks
(2.5” x 4)

Haed disks
(2.5” x 4)

6cm case fan x 3 6cm case fan x 3Power button
USB ports
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User Information

Multiframe
総合情報 
Vol.28

 INFORMATION

for USERS

Multiframe 3次元構造解析セミナー
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User Information

xpswmmxpswwm
総合情報 
Vol.29

INFORMATION

for USERS  浸水氾濫津波解析セミナー
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User Information
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User Information

MaxsurfMaxsurf
総合情報 
Vol.28

INFORMATION

for USERS  Maxsurfユーザセミナー
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第2回Virtual Design World Cup受賞結果
ワールドカップ賞は芝浦工業大学のSWD LABに！

�

�
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◆作品コンセプト◆
海底に集積する泥によって海水が濁るため、東京湾は海洋生物の生息に
は不向きな環境となっている。中央のレンズが海底に太陽の光をもたらす
と、植物プランクトンは光合成を始め酸素を供給、微生物の活動が活発に
なり泥が分解される。そして、海洋生物は純化した海水を求め集まってく
る。東京湾は再び生き物たちでいっぱいになり、本来の機能を取り戻す。
「ノアの方舟」は様々なサイズのユニットが集まることにより形成される。
ユニットはそれぞれ独立した状態でも成り立ち、非常時には救命ボートの
ように海を漂流する。

ワールドカップ賞

作品タイトル：Noah's Ark -Tokyo 2050-
チーム名　：芝浦工業大学　SWD LAB

（芝浦工業大学、建築設計情報研究・澤田研究室)

優秀賞   モダン＆ノスタルジア賞
優秀賞

作品タイトル：Fisland
チーム名　：日本大学　JT&SO

（日本大学、構造・デザイン研究室)

8 .  Form generation using analysis tools 

Various factors which affect NA are analyzed. An analysis result is used as a parameter which forms a city. By this proposal, the simulation of the motion of a wind, light, and 
a person is carried out using analysis tools. 

>  Human activity (Refuge)
We assumed 2050 and thought about constitution of 
the population.  In composition, we become a right 
figure supposing a population of 400.  
In addition, I analyzed the refuge of the person for 
various forms at an initial stage.

0-18(age) 19-55(age) 56-80(age)Composition(2050) Population composition（Assumption: 400 people）

19 - 55Females 76 19 1.20 - 1.50

AgeSex Number Ratio(％) Speed(m/s)

0 - 18 24 6 0.88 - 1.02

19 - 55Males 72 18 1.20 - 1.50

56 - 80 100 25 1.09 - 1.50

0 - 18 28 7 0.88 - 1.09

56 - 80 100 25 1.20 - 1.50
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◇Study 4
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◇Study 6

φ80m
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m

angle of inclination：35°

◇Study 8
Optimum solution

>  Sunlight
Change of the amount of insolation on the lens by the inclination of a wall was analyzed. 

>  Human activity(Refuge)
We performed the refuge analysis of the type of A and B.  As a 
result, B is faster than A for 11 seconds.  Therefore We adopt B plan. 

Exit Exit

227(ｓ)
236(ｓ)
228(ｓ)
230.3(ｓ)

First
Second 
Third
Average

Ellipse(A type) Ellipse(B type)

300ｍ 300ｍ

219(ｓ)
220(ｓ)
219(ｓ)
219.3(ｓ)

First
Second 
Third
Average

Exitp ( yp )

12%

37%
51% Males

14%

37%
49% Females

>  Wind direction
To visualize the flow of the wind. Consider the optimal round from various cases.

◇ CFD Analysis
A wind is passed from the 
bottom and the speed of the 
wind which collides with the 
surface of a wall is analyzed.  

N

m/s

5.00+

4.50

4.00

3.50

3.00

2.50

2.00

1.50

1.00

0.50

0.00

Wind

Does a strong wind strike not 
much on the surface of a wall? It 
is absent. 

◇ Study1　--Circle--
The field which receives a wind 
with the strong surface of a wall 
on either side from a circle is 
increasing. 

◇ Study2　--Ellipse--
Yellow is deeper than an ellipse 
to the surface of a wall on either 
side. The wind which flows back 
from an ellipse is stopped. 

◇ Study3　--Egg--
The strong wind is not received 
from an ellipse. 

◇ Study4　--Diamond--

7 .  Facade which breathes

Briny air is transmitted to 
the surface of a wall. 
Change of atmospheric 
pressure arises and natural 
ventilation is performed by 
indoor air being taken out 
on the outdoors. 

6 .  A network with the existing city

NA forms metropolitan area 
every place and various 
networks. 
NA is playing a role of a new 
energy supply center to the 
metropolitan area. 
A part of energy generated by 
tidal power, wind force, 
sunlight, etc. is carried to the 
metropolitan area through a 
submarine pipe. 
The daily commodity of 
people who live in NA is 
carried by vessel from 
metropolitan area every place. 

→

→ → →

→

Prevailing wind

Kisarazu harbor

Yokohama harbor

Kawasaki harbor

Tokyo harbor
Tokyo

Chiba harbor

Chiba harbor

Chiba harbor

Yokosuka harbor

Shounan harbor

Misaki harbor

Site

The route of a vessel

5 .  Aggregate of a unit

NA is formed because the units of 
various sizes gather. 
Each is able to be realized even when a 
unit is independent, and to drift the 
sea like a boat in an emergency. 

unit 

4 .  Circulation system of energy 

NA which consists of 
various power 
generation systems 
forms the outstanding 
energy cycle system, 
and supports the life of 
people who live at sea. 
Various living things 
flock all over the sea 
purified with the lens. 
After further being 
purified by the filter, sea 
water is stored in a 
water tank and used 
also as domestic 
non-commercial water.

CONDETION：CUMULATIVE       DATE：8/1-8/31       TIME：8:00-18:00

Sunlight

Rain

WildIife  Connections

Reclaimed   ecosystem

Photosynthesis

Transport  the material by ship

Photovoltaic power generationWind power generation

Clean water discharged to sea

Water storage and cleaning

Electric  condenser
Residence Residence

Blade
Variable pitch

Wind

Gear box

Generator

>  human energy
A floor type dynamo. It generates 
electricity using vibration of the floor 
which occurs when the time of people 
walking and a thing move. 

>  Wind power
A windmill is turned by wind force and 
it generates electricity in the rotational 
movement. About 40% of the energy of 
a wind is convertible for electricity. 

>  Sunlight
It is a power generation method which 
changes sunlight into electric power 
using a solar cell. It is the usage of the 
sunlight which is renewable energy. 

>  Tidal power
The power generation method using 
the energy of the wave. The thing using 
the vertical vibration of sea water was 
taken in this time. 

Sunlight
Air turbine

Air

Waves

Valave

Water
column

3 .  Practical use of natural power sources

The sea is surrounded by nature in north, south, east and west. That is a treasury of natural power sources. This place is a maintainable city which forms the power generation 
system on the whole. Actual technology is utilized in order to generate electricity from natural power. 

Capacitor to store generated electric power

2 .  Fertile sea  - various ecosystems -

20~40m

40m~

> short-neck clam
> clam
> crab

> squid
> shrimp
> octopus
> striped mullet
> red sea bream

> conger
> ray
> righteye flounder

> black rockfish
> sardine
> barracuda
> Japanese seabass

0~10m
10~20m

The ecosystem currently formed originally revives all over the sea purified by the 
NA. A different ecosystem for every depth from a sea surface is formed. 

1 .  Purification of the sea water by sunlight 

> phase1
By the sludge collected 
on the seabed, sea water 
has become muddy. 
Tokyo Bay serves as 
environment unsuitable 
to habitation of a marine 
living thing. 

> phase2
A central lens carries 
sunlight to the seabed 
covered with sludge. 
Phytoplankton begins 
photosynthesis and 
supplies oxygen. 

> phase3
A microbe is activated 
and sludge is 
decomposed. Marine 
living things flock in 
quest of the purified sea 
water.. 

main

pers

Noah's Ark -  Tokyo  2050  - 

    吉川 弘道 氏 （東京都市大学 工学部 都市工学科 災害軽減工学研究室 教授）

作品タイトル：City of Dreams
チーム名　：上海大学　1205

（上海大学、コミュニケーション・情報工学学部)

■　Design Background
　Tokyo is one of the biggest cities in the world. But as the 
economy grows, for example, urban expansion or 
industrialized bay area, a lot of plants and the place to 
bring up living things have been harmed. So the 
congested city has made people search for a place where 
one can feel a sense of belonging, and the beautiful 
natural environment has been needed.
 The artificial island that we planned here exists as the base 
of new green environment and plays several roles, for 
instance, favorable place to live, a resort facility with beach, 
or new place for living things. ・Design Concept

 　The artificial island is designed to continue in existence in 50 and 
100 years time. The shape of the island is designed along the current 
of the Arakawa River, the Kyu-Edo River and the tide. The beach and 
forest grow over a long period of time. 

Nature area

Resort area

future ＆ forest

year  1                               50                               100 

�������	�

・Wind
 The island plays a role of sending wind to center of the capital. 
The wind cooled in forests has the effect to reduce urban heat island.
 The wind from ocean can be used to generate electric power.

Deposition 
of   sand

・The base of moving over for birds

・Impoundment of rain

・Transport
 The means of transportation to the island is 
by ship and car, and the road is connected 
by undersea tunnel.

Growth 
of  forests

Prosperity 
of residence

・Disaster Prevention
Outside the island serves as anticipation of flooding from 
tsunami, and saves not only their settlements or the resort 
island but the capital.
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チャレンジング賞
    山梨 知彦 氏（日建設計 執行役員　設計担当）

作品タイトル：The fl oating town
チーム名　：芝浦工業大学　ANT

（芝浦工業大学、建築設計情報研究・澤田研究室)

アーヒポリス賞

シビルデザイン賞

    Kostas Terzidis 氏（ハーバード大学 准教授）

    花村 義久 氏（NPO シビルまちづくりステーション 理事長、建設系NPO連絡協議会 代表）

作品タイトル：The Poseidon
チーム名　：日本大学　SF-JNT2

作品タイトル：JUGEMU
チーム名　：日本大学　TOKU-16th

（日本大学、構造・デザイン研究室)

（日本大学、構造・デザイン研究室)

■ Section■ Three kinds of units which form a colony

> type01
The flow deck without anything is 
used for various activities. 

  1 . Landing
  2 . Playground
  3 . Meeting ground
  4 . Fishing
  5 . Swimming

> type02
This building is the space for living.
There is dwelling space which was 
suitable at sea taking in the element 
of a Japanese building.
The yard can be enlarged or it can 
share between being connected with 
the others.

> type03
This building is store space.
On the first floor, various stores are 
contained. A shopping center will be 
formed if stores gather. and the 
second floor is the space of open 
peacefulness.  

■ The energy cycle system by magnesium power generation

Condensing  Lens of Sunlight

Seawater

Laser Beam

Laser  Reducing Device
※energy efficiency…50％

House

Mg

Collection

MgO

Fuel Cell Power Plant

Mg+H O  ⇒  H  +MgO2 2

Desalting＆Mg Smelting Plant

Recycling

※energy efficiency…30％－50％

Contains magnesium of the amount of energy comparable to (t 1800 trillion) worth approximately 300 000 years 
in terms of oil "in the seawater.　 In the system described below, by using an oxidation-reduction reaction of 
magnesium and performs clean energy cycle does not generate CO2.

Laser oscillation in sunlight 
to produce Mg

■ The community network cherished by food

【Decompose】

CASE : rice paddy

【Plow】 【plant】 【harvest】 【eat】

p y

> Regional network that fosters a collaborative project
Residents of this city to grow rice and vegetables.Residents cultivate the soil together, planting seeds and seed-
lings, and harvesting.Food that has been harvested, residents lined up at the table of cooking.After eating, it 
returns to the soil as compost them again.Circulating the "food" in this city.
By putting into circulation "food" in the life,Regional network that fosters collaboration in the form, to improve the 
production capacity of the city.

■ Relation with a ground city

■ The floating town which makes a cyclical form life style possible 

nature

energygy

architecturehuman

city

> Six elements which constitute a city
The city consists of the following six elements. 　
It is a substance, energy, information, an artifact, 
nature, and a person.　A city serves as a figure 
which should exist essentially because six 
elements have a relation mutually. 

> The problem which a current city holds
Two elements are observed as a problem which 
the current city is holding. 
One comes out about a substance. 　The fall of 
production capacity (especially food) and the 
consumption which it causes mention a main life. 
　By proposing a city with production capacity, 
"circulation of food" is caused like a local colony. 
Another comes out about information. 　Dilution 
of human relations is mentioned. 　An opportu-
nity to perform bilateral work is offered and it 
aims at that a community network is formed. 

> Using Grasshopper, I have exam-
ined the combination.This form is 
suitable for a variety of combinations.

>Studies 1/Distributed
Who live there are able to live in own 
way, unity as a whole has been lost.
>Studies 2/Round
You are able to have a place where 
you can waterfront that can be 
shared by people in the middle, 
people gather.
>Studies 3/Dense sequence
Place where you can walk around 
people were born.This form can cope 
with wave
>Studies 4/Horseshoe
Born in the middle of the bay, moder-
ate relationships with others is born.

Access to a [title] is possible by the road which 
has extended from Tokyo Bay Aqua-Line. 
Various agricultural-work experience events are 
held for every time, such as rice planting and 
harvest. 　It can participate also except those 
who live here. 　The children who live in the city 
which does not touch agricultural work usually 
also visit. 
Fresh water required for magnesium power 
generation is secured using the wastewater 
treatment facility with which the sea firefly is 
equipped. 

UMI-HOTARU Aqua-Line

Kanagawa

Tokyo International Airport

Chiba

Tokyo Bay

site

>Studies 1/Distributed >Studies 2/Round

>Studies 3/Dense sequence >Studies 4/Horseshoe

informationmatter

環境設計情報学賞
    福田 知弘 氏（大阪大学 大学院工学研究科 環境・エネルギー工学専攻 准教授）

作品タイトル：'s SITE
チーム名　：法政大学　spatial analysis lab.

（法政大学大学院、空間分析研究室)

THE 2ND STUDENT BIM & VR DESIGN CONTEST
Virtual Design World Cup

ON CLOUD SERVICES
Theme 2012 “Sustainable Design of Marine City”

?

Tokyo Bay

Tokyo pre. Tiba pre.

◆Use of renewable energy
    Using solar power and wind power, aiming to supply 100% of the power in an artificial island.
   we have developed a power generation facility to compensate the power needed for one year in an 
   artificial island was predicted using Design Builder.
    Put the 1,300 homes,the 2700 apartments in five buildings,and one central facility in an artificial 
   island, we have analyzed.
         ・Analysis result - Consumption electricity per year                                                               unit:kWh

        The total power consumption per year was 12 billion kWh from the analysis results

◆Calculation of electricity generated
    Quantity of solar power
    The solar power generation systems system is installed in the place getting the sunlight such as the 
   roof of apartment and the roofs of house.
    We calculated the amount of electricity generated using the monthly solar radiation of Tokyo.
    The quantity of generation during one year of approximately188Wh per one square meter it followed.

  ・Expected electric power generation of solar power [ k W h ]
       = System rating output [kW] ×Amount of solar radiation [ k W h / m2・day] ×30 ×General design 
           factor

     Quantity of wind power
     Wind power generation is a power generation methods that will reduce the emission of CO2, and it can 
    be introduced in large quantities economically.
     We calculated the amount of electricity generated using the monthly average wind speed of Tokyo.
     Of approximately 510,000kWh a year per one it followed.

・Expected electric power generation of wind power（per  one）［kWh/M］
    = Wind power density「kW/m2」×Area exposed to wind「m2/unit」×730 ［h/ month］×Total efficiency

     Calculation formula and numerical quoted from the New Energy and Industrial Technology 
     Development Organization and 2011 weather statistics information(Japan Meteorological Agency)

         ・Calcuration result-Electricity generated per year                                                                unit:kWh

 There were 11 million kWh power generation.
 When calculating the,
 Suppose 24 m2 solar panels placed one per door housing.
 Assume that 2928 square meters apartment is placed on 
the roof of one building per.
 Assumed central facility and 24 531 square meters located 
in the southern half of the roof

・Power generation and power consumption

  The total balance is only better PV power is not large enough
 about 1161532kWh.
  We cover the power of artificial island that you should have a
 minimum of three wind power there.

◆ About central facilities
 It is estimated in the metropolitan area, with proliferation of high-density facility
that has a variety of functions and are increasing the load on the energy

 We've built a complex of commercial facilities and railway station is a facility
through a lot of use throughout the day in the center of an artificial island.
 By doing so, we made it possible to aggregate the energy burden and to prevent
the proliferation of useless building.

 In addition, placing a bench or table in the first floor of the building, a space
that can talk freely, we can be used as a place of community formation.

◆ About traffic
   The main transportation in the artificial island is a bicycle and foot.
    Its purpose is to consider environmentally and reducing the emissions of CO2
    For a comfortable passing, we widen sidewalk and made bikeway
    For residents who do not have a car, we have set up spot of car-sharing.
    Way to go out of this island, you need to use the road in the coastline.
    Has been given the role of the breakwater and seawall by passing it through
   a road in the fill 
    You can hardly see the road, we encouraged the transformation of traffic consciousness.
      ( car　⇒　bike, walking )

◆Traffic analysis using TRANSYT 14

     As the point at which the signal is needed on the island, there is a confluence
    with underground parking.

     Traffic volume prediction ~Target time: Peak commute time (8:00 to 9:00) ~
     Calculated on the basis of daytime employment population ratio and proportion
    of those who use the car as a means of transportation when commuting.

    We were designed to control the traffic intersection that has been calculated is possible.
   

Central Facilities

Traffic System

Energy System 

Concept
 Now asking sustainability on the sea ...
 And sustainability, is that the global environment can sustain an environment
that enables our survival.

 What environmental issues and energy conscious, that intensive-urban and
low-carbon-city has been attracting attention in recent years in the structure
of Japanese cities.

 Therefore, the reduction of the size that can work without resorting to large
automobile CO2 emissions an artificial island, we have developed a transportation network. 
 Then,in order to allow for the power supply of the artificial island, 
we have decided to use solar renewable energy, such as wind.

By not put anything in front of the "'s", wearing the meaning "of all."
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 Since the Great East Japan Earthquake struck, Japanese people have changed the attitude 
towards disaster prevention. US&R, Urban Search and Rescue, organized for disaster 
response has been introduced in the U.S. In Japan, too, US&R stays in The Poseidon every 
day. The only airport has been built to cope with disaster occurs all around Japan. By 
setting it up in Tokyo, they can share the information about disaster correctly with the 
government and local governments. Therefore, Poseidon exists as the base all over Japan 
to address disaster�
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  Electricity is generated by wind power. The windmill on the ocean has the secondary 
effect. Inside of the breakwater are cultivated scallop, abalone, sea urchin, or sea squirt. By 
stretching some ropes among the basement of the windmill, they can cultivate seaweed like 
kelp. The kelp becomes food for abalone and sea urchin�

Inside of the warehouse

 The package is carried by a cargo ship or a truck from the capital island 
through an undersea tunnel. The warehouse includes water, emergency 
food, preserved food, the protection against cold, or sanitary items, which 
are all needed in a time of disaster. The items will be delivered by 
a helicopter to disaster area.

Access

 They will head for The Poseidon by ship or helicopter. And The Posei-
don is connected with the capital island by an undersea tunnel.

US&R

US&R involves the location, rescue (extrication), and initial medical stabiliza-
tion of victims trapped in confined spaces. US&R are designed to be totally 
self-sufficient for the first 72 hours of　an operation, and are capable of 
sustaining a 10-day mission.

In a disaster
 When the disaster occurs in a faraway place, they will rescue by helicopter, or 
largest class aircraft carrier which becomes the base in disaster area or by 
luxury liner which becomes an evacuation for disaster victim. When it occurs 
in near spot, they will go up stream by small or medium-sized boat like a 
cruiser or a houseboat and help the disaster victim.

Fire tornado Rescue ship

MARINE

ō

J UGEMU

 Origin of the concept of “Sustainability” dates back to the Edo era (1600~1868), city planning in the dynasty of Tokugawa. Although there was 

a strong sense of hierarchy in those days, people in those days managed natural resources well and efficiently, and lived an environmental life.

The Edo period was carrying out city planning consisting mainly of traditional landscape and Chinese Fortune-Telling, and a waterway. 

This city planning gave grace to the town. 

This island makes Edo a model and recommends a city environment according to the knowledge of the Edo life style.

J UGEMU
■Mt.fuji Scale

■Tsunami 

■Structure of the city

 ■Open Sewage

■Underground Sewage

■Refuse disposal
 This island does not discharge garbage.

Food prepares the base used as a market into a town, and supplies it to 

each home.

■Transport

■Chinese Fortune-Telling

■　Present area

■　Tree planting area

■　Market

■　Desalination plants

■　Edo era area

 We will place Sewer disposing facility and from there we will treat 

water.

We will build islands surrounding this main Island to provide protection and make them 

sanctuaries of nature. Also according to the prediction of the tidal rise of the Tokyo bay, 

in 100 years time there will probably be 30~50 cm rise, so we have adjusted the height 

of the land and the widths of the canals in accordance to this.

Genbu

Byakko

Syuzyaku

SeiryuHall
Small 
Mt.Fuji

Island

Mt.Nantai

Tokyo Bay JUGEME

■Off-shove wind power system

■Concept

Wind-generated electricity supply

 the island with energy.

 On the other hand, the housing on the island today uses the same 

division system, also providing a similar public space in order to 

maintain some modern sense of privacy and at the same time we 

suggest an Edo life style where communication becomes important.

 We will place desalination plants and from there we will provide 

water to all households in each town.

G bG bGenbuGenbuGenbu

 In this island we are trying to construct, Transportation device use walking and 

getting on ship.

We try to reduce Carbon dioxide

Now on the island both automobiles and motorbikes will be permitted as well.

 The city of Edo lasted very long and also ran smoothly. 

This was thought to be because it took into account 

suggestions of high monks and Chinese fortune-tellers and 

also “the map of four gods of the Winds” .

City

City
City

City

Market

3776m
135m

135m

140km

■Landscape 
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ノミネート賞 ノミネート賞

作品タイトル：The Eye of Tokyo
チーム名　：香港理工大学　CVP BIMer

作品タイトル：olympic island
チーム名　：拓殖大学　nagami yoyo

（香港理工大学、土木・バーチャルプロトタイピング研究室) （拓殖大学、永見研究室)

�������	�
���


The basis of man-made island 
 Basically I used the mega float theory in this  project. 
Mega float is a floating big scale structure,thus I 
produce many big rectangle block that are connected 
with each other.Each of them is anchored by fixed pile.
 The advantage of mega float are, we don`t have to use 
land,we can use the sea without considering about 
ground or the depth of water,it doesn`t affect much the 
environment,it have the earthquake proof ability,the 
construction time needed to make the island is short,we 
can migrate the island freely,we can use the internal 
space,we can build many heavy structure on it without 
many problems,and many more.

Contents of facilities
 In Tokyo,if there is olympic event being held,the 

ground for the olympic village is none 
or limited.Thus I  want to propose that 
the limited land to be compensated to 
the man-made island.We can build 
new main stadium,olympic village and 
hotels on the island.

Sustainable plan
 We also can see other things besides 
olympic,for example when olympic 
event is finished,we can reuse the 
olympic ground for other purpose.For 
example we can change the olympic 
village to apartment for sale,hotels and 
many more.Then the main stadium 
can be use by the J-league soccer 
team,let say the Tokyo football club 
soccer team for their home stadium.

Access
 The island can be accessed by ship 
and underwater train.The ship and 
underwater train also can be used for 
other purpose.For example during the 
opening of the olympic event,the 
people who are staying in the main 
island hotel can outlook the scenery of 
the sea,main stadium ,skytree and 
many more.The night scenery will be 
good also.
 Furthermore they also can enjoy the 
sightseeing during days.For example,if 
they go to the Tokyo disnealand by 
using the ship at 10 o`clock in the 
morning,the 20 minutes 
approximately time needed for the 
travel will not be felt,because of the 
beautiful scenery of the sea.Then when 
they return to the hotel,they can use 
the underwater train and enjoy the 
beautiful and gorgeous scene of the 
underwater world.

�������	�
���

olympic island

Skytree view from the 
floating island

Floating island view 
from skytree

The port

Japan style

Underwater train

main studiom Underwater train station
main entrauce

hotel

Olympic village

実行委員長の池田 靖史 氏
（慶應大学SFC教授）



EXODUS

3dsMax
(モデリング)

OSCADY/
TRANSYT
交通解析

AdvanceSteel
AdvanceConcrete
3次元鋼構造CAD

xpswmm
氾濫解析

EXODUS

Allplan

避難解析
SMARTFIRE

火災解析

DesignBuilder
エネルギー解析

UC-win/Road
VR-Cloud®

3D･VRシミュレーション

IFCDXF

OSCADY plugin

EXODUS plugin

xpswmm plugin

2D DXF

IFC

IFC

IFC 3DSIFC

3DS
FBX

osc

vrs/vrg

2D DXF

3D DXF 構造解析

Engineer’s Studio®
構造解析

  UC-1設計シリーズ
土木設計

IFCSDNF

3DS

3DS3DS

sup / xpx / csv

Build Live Tokyo 2009 II Build London Live 2009 
※社名・製品名は一般的に各社の登録商標または商標です

Build Live Tokyo 2010

IM＆VR 活用事例

IM＆VR
 BIM/CIMによる建築土木設計ソリューション

IFCデータ連携賞受賞

グランプリ 共同受賞エンジニアリング賞受賞

フォーラムエイトが提案する BIM&VR ソリューションはさまざまな
BIMコンペティションにおいて高く評価されています

Team F8W16

Team F8W16

team BIM Japan

®



BIM＆VR対応製品群

3次元鋼構造/3次元建築CAD 建物エネルギー解析・CFD解析・昼光率計算 クラウド型3DVRアプリケーション

火災解析

群集・避難解析

信号・交差点計画/交通流解析浸水氾濫津波解析

3D・VRシミュレーション 3次元土木建築CAD

建築・土木3次元構造解析土木設計計算プログラム 　3次元プレート動的非線形解析

IFC,DXF などのデータ形式利用で、各種解析ソフト、専用 CADとのスムーズな
連携が可能に。建築土木の新しい設計プロセスを実現します

IFCなどのさまざまなデータ形式との連携により、建築・土木設計をBIMのワークフローで実現。耐震設計、
配筋シミュレーション、各種解析結果の可視化など、建築・土木設計プロセスにおけるデータ活用可能性が広がります。

3D・VRエンジニアリングサービス 3D レーザスキャナ、3Dプリンタ、BIM
対応CADを活用した総合ソリューション

■受賞結果･表彰式詳細 >>P.62
Theme2012　“Sustainable Design of Marine City”
海上都市のサステナブルデザイン

Virtual Design World Cup
The 2nd Student BIM & VR Design Contest

on Cloud Services

第2回 学生BIM＆VRデザインコンテスト オン クラウド 受賞結果発表！
■主 催：Virtual Design World Cup実行委員会　
■後 援：CG-ARTS協会（画像情報教育振興協会）、 IAI日本
■表彰式：2012年11月21日（水） 13：30 - 18:30　会場：品川コクヨホール

NEW

AdvanceSteel/Concrete DesignBuider

SMARTFIRE

EXODUS

OSCADY／TRANSYTxpswmm

UC-win/Road Allplan

�������	
UC-1  Series Engineer’s Studio®

VR-Cloud®
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目を平行にしてみる 目を寄り目にしてみる

最先端の3Dコンテンツ技術を紹介

３Ｄ映像の仕組み (1)  ～メガネ式立体視～
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裸眼立体視

機器を使わない方式
（人の目で行う裸眼立体視）

交差法

平行法

裸眼 3Ｄディスプレイ

機器を使う方式 ホログラフィ（レーザー）

レンチキュラー（レンズ）

視差バリア（バリア）

その他の方式（ミラーなど）

パッシブ（フィルタ）

アクティブ（シャッター）

ＨＭＤ※（ディスプレイ）

3Ｄ専用メガネ
メガネを使う方式

ディスプレイとメガネによる立体視

メガネを使わない方式
ディスプレイによる裸眼立体視

立
体
視

※Ｈｅａｎｄ Ｍｏｕｎｔｅｄ Ｄｉｓｐｌａｙ
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Support Topics
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Support Topics

�
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イエイリ・ラボ体験レポート

vol.

イエイリ・ラボ
体験レポート

15
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Ieiri Labo

�

●今後の予定

2013年2月26日（火）
土石流解析・VRシミュレーション
体験セミナー

2013年5月20日（火）-21日（水）
UC-win/Road エキスパート・トレ
ーニングセミナー
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国内イベントレポート

�

多様化・高度化するVRシミュレーション適用技術
先進 ICT が牽引する土木・建築・水工分野の新たな波

������
�	
�

���

��



Up&Coming99 号 News & Event Report76

国内イベントレポート

投票プロセスに広範な参加が可能な
クラウドを利用

�

第11回 ３D・VRシミュレーションコンテスト・オン・クラウド

��������	
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国内イベントレポート
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国内イベントレポート
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国内イベントレポート

�

�

第13回　VRコンファランス

クラウドとの連携で広がるVRの適用シーン  先進のドライビングシミュレーション関連技術
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国内イベントレポート
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国内イベントレポート

第6回 デザインコンファランス

地盤、土木、建築、水工の最新ソリューション事例
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国内イベントレポート

第6回 デザインコンファランス
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国内イベントレポート
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国内イベントレポート
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国内イベントレポート
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国内イベントレポート
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ディーラ・ネットワーク・ニュースディーラ・ネットワーク・ニュース ／コラボレーション・ニュース

�������
 ���


SIAS（英国）

�

������
第19回 ITS世界会議ウイーン 2012

�	
�
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海外イベントレポート

驊鴻国際
�

�

������
FORUM8 Taiwan VR Workshop 2012

�	
�
�	��
���

�

�

� �
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SC12（Super Computing）

�	
�
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����

������
2012 International 3D VR Simulation Conference

�	
�
　�	���
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国内イベントレポート

�
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東京ゲームショウ
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CEATEC JAPAN2012
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国内イベントレポート

�
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中小企業総合展 2012

�	
�

	�
����

�

������
第 3回関西医療機器開発・製造技術展

�	
�
�������

�

�

������
危機管理産業展

�	
�
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国内イベントレポート
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Cloud Days Tokyo 2012 Fall
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ArchiFuture2012
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国内イベントレポート
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びわ湖環境ビジネスメッセ2012
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�
��������

�
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新潟国際ビジネスメッセ2012

�	
�
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建設技術フェア2012 in中部
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国内イベントレポート

������
ビジュアルメディアEXPO
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地震地すべりに関する国際シンポジウム
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InterBee
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国内イベントレポート

�

������
3Dコンソーシアム・立体映像技術研究会合同シンポジウム

�	
�
　

���
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避難とサインのワークショップ

�	
�
　�	���
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国内イベントレポート

������
関西大学 カイザープロジェクト　特別セミナー

�	
�
　
����

フォーラムエイト製品

製品化への予定

�

株式会社フォーラムエイト

ISO9001
認証取得

（システム開発部門）
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国内イベントレポート

��

福岡営業所 移転記念セミナー・ユーザ懇親会
������ �	
�

　7DEC

�

�

������
S3D産業応用研究シンポジウム

�	
�
　�����

国内イベントレポート／セミナーレポート
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セミナーレポート

�������
出展イベントのご案内

セミナーレポート ／イベントプレビュー
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イベントプレビュー

第3回 学生BIM＆VRデザインコンテスト オン クラウド
■主 催：Virtual Design World Cup実行委員会　
■作品応募期間：2013年 10月1日（火）－10月21日（月）［必着］
■最終審査回：2013年11月20日（水） 
■表彰式：2013年11月21日（木） 　会場：目黒雅叙園（予定）

詳細・参加申し込み 　�����������	
��
���
����	����	������
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第　　回12

All about FORUM8 ＆ Products.

7th

See you again next year
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�	��������	�	��������	営業窓口のお知らせ／ FPBからのご案内
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新製品／新バージョン情報
�

・マルチユーザシミュレーション
・ACC、自動運転機能、シナリオ拡張
・交通スナップショット、マイクロシミュレーションと運転シミュレーションの統合改 良
・パラメートリックモデル拡張（階段、エスカレータ、 柵、サイン）
・FBXαチャンネルテクスチャ対応
・GUI 改良：新たなモデルリソース管理のGUI

【無償改訂】
・スクリプトのグルーピング再生機能対応
・クラスターシステムの3D空間背景の非表示オプション追加

・3DモデルのLOD対応
・運転シミュレーションの改善
-トルクコンバータ対応／シフトスケジュール改善／ABS対応／マニュアルクラッチ操作性改善

・地形生成機能拡張
-大規模地形対応／対応フォーマット拡張／地形の解像度指定

・津波プラグイン（新規オプション：Ver.8.0.1）　　　  
・ログ出力プラグイン（新規オプション）
・FBX 2013 対応　　
・ヘッドライトの改善　　　　　
・ライト機能拡張　　  ・ミラー数拡張　　　
・交差点内の動作制御点対応　　
・鉄道縦線形の対応
・クラスターシナリオマルチメディア対応
・音響の改善　　・シナリオ機能拡張

・クラス構造のリファクタリング
・OpenGL リソースの共有
・動作制御点の拡張
・交通の高速生成
・信号機の制御
・交通車両の追加
・オーディオ情報の取得
・プロジェクト情報の追加

� ・VR-Cloud�のPC、Android™ 両クライアントにホームメニューを追加
・ドライビングシミュレーションにおける車両モデル選択に対応
・スクリプトやシナリオ中のビデオ再生に対応　
・AndroidクライアントにGPSを利用した機能を追加
・注釈の閲覧専用モードを追加
・視点の水平ロックに対応、UC-win/Road 上の視点の仰俯角を水平方向に固定

大学や研究機関で開発された津波解析コードの結果や市販の津波解析プログラムの結果など、様々なシ
ミュレーションの結果の再生、可視化を可能にする汎用プラグイン。

運転車両の座標や向き、速度、ハンドル舵角などの情報をログ出力するプラグイン。交通流やキャラク
ターの出力もサポートしており、CSV形式で保存するだけでなく、ネットワークを通じたリアルタイ
ムUDP出力もサポート。

「土石流シミュレータ（Kanako）」をソルバーとした土石流シミュレーションと解析結果を可視化する
UC-win/Roadプラグイン。

・施工管理データ交換標準に対応
・造成に対応

� 「モバイル対応３D/VRナビゲーションシステム」
特定エリアの施設・地点案内を行うクラウドNAVI システム。
・各種地点／施設検索、目的別検索、ルート検索　
・音声対応３Dナビゲーション、２D地図表示機能
・GPS、加速度＋地磁気 ”センサー対応自車検出　
・３D視点切り替え、自動リルート

� スマートフォンなどのインターネット端末から、空き駐車場の検索・予約とVRによるナビゲーショ
ンが行えるシステム。

Android 端末を活用したアプリケーション開発およびサービス提供。

【無償改訂】
・平成 24 年 7月版 NEXCO設計要領第二集のＭ－θモデルに対応

���������� �����	 ���� ����������������������				 �� ��	 ����������������������������				 ��������新製品／新バージョン情報
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NEW ARRIVAL 2012/7 - 2013/1

� 【無償改訂】
・平成 24 年 7月版 NEXCO設計要領第二集のＭ－θモデル
・限界状態設計 
- 平成８年制定コンクリート標準示方書［設計編］　　 
- 2002 年制定コンクリート標準示方書［構造性能照査］ 
- 2007年制定コンクリート標準示方書［設計編］　　
-鉄道構造物等設計標準・同解説 コンクリート構造物（平成11年10月）
- 鉄道構造物等設計標準・同解説 コンクリート構造物（平成16 年 4月）

� ・平成 24年道路橋示方書に関する機能 
- 鉄筋の材料データベースに SD345、SD390、SD490 を追加 
- コンクリートヒステリシスに限界圧縮ひずみε ccl　 
- 鉄筋ヒステリシスに許容引張ひずみε st 
- 耐震性能2、3の限界状態曲げモーメントを算出　
-耐震性能2、3のＭ－φ特性を断面から自動生成
- 耐震性能 2、3の曲率による照査機能　　-残留変位の照査機能

・平板要素のメッシュ分割アルゴリズムを改善（四角形、四角形＋三角形での自動分割）
・減衰要素（F = C * V^a）対応　　
・変位図等のアニメーション録画機能
・初降伏曲げモーメントMy0計算にコンクリートひずみを指定可能
・フレーム計算後に許容曲率や許容回転角の再算出（断面と連動時）

� ・3次元有限要素の静的解析、動的解析、固有値解析、影響線解析 ( １本棒 )
・材料非線形、幾何学的非線形（大変位）、複合非線形
・弾性梁要素 、剛体要素 、ばね要素 、Ｍ－φ要素 、ファイバー要素 、平板要素（積層Reissner-
Mindlin 理論） 

・平板要素はRC非線形（前川構成則）考慮可

【無償改訂】
・平成 24 年 7月版 NEXCO設計要領第二集のＭ－φモデル（トリリニア）に対応

・平成 24 年道路橋示方書改訂対応版 
- 平成 24 年道示改定対応（SystemA、C、D） 
- 平成14 年道示、新材質対応カスタマイズ版（SystemC、D）

・平成14 年道路橋示方書に準拠した新規製品
・材料データベースにSD390とSD490を追加

限界状態設計法によるI桁、箱桁の主桁設計計算を行うプログラム。

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 地域区分A1,A2,B1,B2,C、地域別補正係数を変更　
　-鉄筋の基準値として、SD390，SD490 鉄筋を追加
・隅角部の設計計算に対応。外側引張、内側引張の必要鉄筋量計算に対応

・橋梁の架設計算プログラム第１弾
・入力された打設順序に従い、養生期間を考慮したコンクリート打設日の決定を行うプログラム

・2008年 3月にリリースした中国基準対応版の有償改訂。最新の中国設計基準類の考え方に対応。

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 鉄筋材質にSD390,SD490を追加、表 -4.3.1の 5) の引張応力度追加 
- 地域区分 (A1,A2,B1,B2,C)と地域別補正係数を変更 
- 液状化の判定を、レベル1 地震時、レベル2 地震時タイプ I 、レベル2 地震時タイプ II で実行 
-レベル2 地震時の土質低減係数 DE を地震動タイプ別に設定 
- 流動化時には、液状化無視時、液状化考慮時、流動化時の最大 3 ケースの照査に対応 
- 押込み支持力算定時の周面摩擦力を1・D分控除

・平成 24 年道示対応版オプションで有効となる機能 
- 適用外の材質の選択　　- 接合方式の選択（プレートブラケット方式、差し筋方式） 
- 杭頭接合方式（方法Ａ）

・主な改訂内容：隔壁タイプの拡充

・平成14 年版道路橋示方書・同解説に準拠した３次元鋼管矢板基礎の設計計算 Ver.2 のカスタマイ
ズ版
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・道路土工擁壁工指針（平成 24 年版）対応　　
・「擁壁の設計 Ver.12」，「橋台の設計 Ver.11」とのファイル連携に対応
・盛土対応
・任意荷重対応
・支持力照査拡張（ケーソン基礎、上界法）
・圧密沈下時間

・鉄筋材質にSD390,SD490を追加　　
・隣接杭の影響拡張　　
・交差地層線の座標調整機能　　
・直線地層の入力上限値を10層に拡張
・基礎ばね算定位置の指定機能

・Engineer's Studio�による土留め弾塑性解析 ( 解析法 II ES) に対応
- 回転反力出力、荷重分割法のプレロード荷重に対応
・ジェットグラウト工法技術資料 (JJGA日本ジェットグラウト協会 ) のせん断力、曲げ照査に対応
・鋼製支保工の座屈照査に平成 24 年の道路橋示方書 II 鋼橋編の方法を追加
・慣用法の断面計算用土圧の計算に国土交通省九州整備局の考え方を追加 

日本語製品の機能を基本的に継承し、入力部、結果表示部、計算書作成、図面作成の全てを英語化した
製品。

日本語製品の機能を基本的に継承し、入力部、結果表示部、計算書作成、図面作成の全てを英語化した
製品。

日本語製品の機能を基本的に継承し、入力部、結果表示部、計算書作成、図面作成の全てを英語化した
製品。

・ジオテキスタイル工法による補強土壁 
適用基準：ジオテキスタイルを用いた補強土の設計・施行マニュアル 改訂版（（財）土木研究センター）

【無償改訂】・道路土工 擁壁工指針（平成 24 年度版）に対応 
- 擁壁工指針選択時の滑動照査、せん断応力度照査の初期値を道示の方法に変更 
- せん断補強鉄筋比の照査に対応　　 
- 斜引張鉄筋の負担するせん断耐力の低減に対応 
- 無筋時許容せん断応力度の割り増し有無指定に対応　　 
- 擁壁工指針の壁面地盤反力簡便法に対応 
-もたれ式擁壁の転倒照査方法を拡張　　 
-ブロック積み擁壁の地盤反力度簡易式に対応 
- 仮想のり面傾斜角の算出基準の選択に対応 
- 切土土圧式変更に対応　　 
- 受働土圧の壁面摩擦角の初期設定値，内部計算値の変更 
- 鋼材の許容応力度基準値を変更　　 
- 地震規模の表記を変更　　-最大鉄筋量の照査に対応　　 
- 地盤反力度と許容支持力度の比較方法変更　　
- 後方偏心時に有効載荷幅＝底版幅とする計算に対応

・杭種追加 
- 鋼管ソイルセメント杭、SC 杭、SC+PHC 杭、回転杭に対応（Advanced 版のみ選択可）

・道路土工擁壁工指針（平成 24 年版）対応　　
・杭基礎：道路橋示方書（平成 24 年 3月版）対応
・安定照査毎の浮力指定に対応

・「道路土工- 軟弱地盤対策工指針（平成 24 年度版）」に記載されている層別層厚換算法に対応。
・沈下量の測定結果から将来の沈下挙動を予測するlogt 法に対応。
・沈下量の測定結果から将来の沈下挙動を予測する t双曲線法に対応。
・「土工指針 - 軟弱地盤対策工指針」にある「平均含水比 wnと平均体積圧縮係数mvの関係」から、
wnをパラメータとしてmvの代表値をセットできる機能を追加。

液状化の判定、液状化による浮上り照査、縦断方向の耐震設計を行うプログラム。

・3連ボックスカルバートに対応
・マンホールと矩形きょ本体の接続部の検討に対応
・矩形きょと矩形きょの継手部の検討に対応
・道路橋示方書（平成 24 年 3月）への対応
・せん断耐力算出時の準拠基準スイッチを追加

・開口部の平板解析をFEM解析で計算するオプション（任意位置の開口部（円形、矩形）、任意荷重に対応）

・剛比によるモーメント分配
・円形側壁の円筒シェル解析
・鉛直方向耐震計算：頂版上土砂重量の取扱い拡張
・最大せん断応力度算出時の軸力の取扱い指定
・せん断応力度照査とスターラップ計算ごとの計算方法指定
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・サイホンの損失水頭計算　　・調表出力形式追加
・台形辺ごとの粗度係数指定　　・水路工の損失水頭の入力改善
・計算結果概要出力　　・計算書出力改善
・等流，不等流ごとの単独計算

・落差工本体及び水叩き形状の自動決定に対応
・直壁型かつ一体式構造の落差工本体及び水叩き部配筋の自動決定に対応

・ため池の設計洪水流量計算，堤体の安定計算 
適用基準：土地改良事業設計指針「ため池整備」（（社）農業土木学会）

・揚排水機場本体の震度法・地震時保有水平耐力法および応答変位法に対応。これにより、レベル２照
査が可能

・終局曲げモーメント時の曲率、および、せん断耐力による部材照査を行う。
・部材非線形骨組解析は、弊社製品「Engineer's Studio�」の解析部を搭載して行う。

・堰堤タイプは不透過型、透過型、部分透過型に対応。
・堰堤高15m以上のハイダムの設計に対応。
・参考文献は国総研資料第 364 号、国総研資料第 365 号など

・橋梁、柱状構造物、ボックスカルバート等の抵抗を考慮した流況解析機能
・2D土地利用における浸透損失等

・Automesh 対応
・弾性解析における局所安全率対
・解析条件の計算書作成機能

・Automesh対応
・Pre、Post 機能の改善、新機能の追加

・災害復旧工事の設計要領対応 (H20)
・土圧強度の直接指定に対応

・港湾シリーズ第４弾
・港湾・漁港基準に準じた直杭式横桟橋の杭部分の設計計算プログラム

・各種基準対応 
-営繕工事電子納品要領（平成24年版） 
- 建築設計業務等電子納品要領（平成24年版）

・管理項目入力中のリアルタイムエラーチェック機能を追加
・電子納品支援ツール for SaaS のデータインポートウィザードを追加

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応 
- 鉄筋基準値に「SD390，SD490 鉄筋」を追加、図面生成機能を更新

・複数直線引出線にリンクする直線追加に対応
・角度寸法線の表記を「度（°）」、「度分秒（° ' "）」の選択に対応 

・道路橋示方書・同解説（平成 24 年 3月）に対応

・橋梁台帳に基づく橋梁ごとの情報管理
・補修時期・概算工事費の算出
・選択対象橋梁の中における優先順位を検討

・基礎スラブの設計機能を追加　　
・他ファイルより、登録データの追加読み込み機能を追加
・登録既製杭データの選択に対応。（ PHC 杭、SC 杭、PHC+SC 杭、PRC 杭）

・交通流／車線ネットワークの表現に対応　　
・ブロッキング効果、最適化効果の同ネットワークモデリングに対応
・複雑なシグナルライトのモデルに対応　　・信号コントローラ／フェーズに対応　　
・交通流を個別にコントロール可能　　・リンク（接続性）のない交通流にも対応　　
・常時赤、或いは常時青の信号もモデリングに対応　　
・フェーズ、段階ごとの最低／最高交通量を算定
・その他の最適化方法（山登り法、シミュレーテッドアニーリング）に対応
・GUI の改善、PDF、Word への出力対応
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車一台一台の動きを計算し、都市部から高速道路まであらゆる交通状況を再現できるミクロシミュレー
タ。様々な交通問題の検討に活用が可能。

� スーパーコンピューティングとクラウドを連携させ、高度なソリューションを提供するサービス。
【提供サービス】
・Engineer's Studio�スパコンクラウドオプション　スパコンオプション解析支援サービス
・UC-win/Road・CG ムービーサービス　　
・風・熱流体スパコン解析、シミュレーションサービス
・騒音音響スパコン解析、シミュレーションサービス／騒音測定サービス（オプション）
【提供予定サービス】　
・3ds Max・CGレンダリングサービス　　
・海洋津波解析サービス
・3DVR クラウド“VR-Cloud�サービス”　　
・地盤エネルギーシミュレーション「GeoEnergy」
・3DVRクラウドサービス“VR-Cloud�サービス”　
・ウルトラマイクロデータセンター™

・UC-1 シリーズ配筋図製品および、UC-Draw ツールズにて標準実装
※対応済み製品：橋脚の設計 Ver.7～ ／橋台の設計Ver.8～／擁壁の設計Ver.10～
　　　　　　　　プラント基礎の設計／BOXカルバートの設計Ver9～／マンホールの設計Ver.2～
※出力形式：IFC（Industry Foundation Classes）形式、Allplan形式、3ds形式フォーマットへの出力

・数量算出計算書のサポート　
・ODF（OpenDocument Format）への対応

PCに常駐するクライアントプログラムにより、事前に登録したファイルをスケジュール登録すること
で、定期的にWEBサーバにアップロードを行い、重要なファイルの自動バックアップを行うサービス。

� VR-Cloud�に最適な高速度グラフィックサーバー「ウルトラマイクロデータセンター™」 は、 高性能・
高コストパフォーマンスを目指すサーバーソリューション。

設計CAD ソフトウェアであるUC-1シリーズ各製品のセット版。
【リリース予定】
2013 年 4 月初：仮設土工スイート／建築プラントスイート
2013 年 5 月初：構造解析上部工スイート／下部工基礎スイート
2013 年 6 月初：水工スイート
2013 年 7 月初：港湾シリーズスイート／CALS CAD スイート／SaaSスイート

�	
���
��������	��	
���
��������	�開発中製品情報
� ・GUIのカスタマイズ対応

・ビデオ再生に対応

・経済産業省関東経済局より公募された「中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律」(中小ものづくり
高度化法 )に基づく特定研究開発等計画の認定を受けた開発事業。

・オフィス内の配送作業、情報伝達作業等のオフィスワーカーが必要とする軽作業を支援するサービスロボットの開
発。３Dレーザスキャンデータをベースとした３次元空間地図を実装し、自立走行、位置検出及びWebベースの
遠隔制御と管理を含むシステムを提供する。

� ・多点入力その１－節点への時刻歴荷重入力
・多点入力その２－加速度を多点入力/ 強制変位の時刻歴入力

� ・UC-1 RC 断面計算と同じ断面形状入力
・一軸曲げの断面計算（道示、限界状態設計）
・一軸曲げに特化した入出力

� ・平成 24 年道示対応

・橋脚－震度算出－落橋防止連携（3製品連携）
-「橋脚－落橋防止システム」のはり設計用荷重連携
-「震度算出－橋脚」からの「落橋防止システム」全体モデル取込

・鋼製ブラケットアンカーボルト座標指定対応（縁端拡幅、PC連結）
・段差防止構造の設計（支圧応力度の照査）（平成 24 年道示対応版オプション）

・「耐震設計便覧（仮称）」への対応（今年度中に発刊予定）
・橋脚－震度算出－落橋防止システム連携（3製品連携）
-「震度算出－橋脚」のはり設計用荷重連携
-「橋脚－落橋防止システム」のはり設計用荷重連携
-「震度算出－橋脚」からの「落橋防止システム」全体モデル生成

・「耐震設計便覧（仮称）」への対応
・小判形柱への対応
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・H.2～H.14 道示に準じた柱の保有水平耐力法照査

・重力式橋台段差フーチング
・段差フーチング土砂形状拡張
・竪壁 L1地震時の橋軸直角方向照査
・付属設計：側方移動の判定
・翼壁拡張オプション：機能拡張（メッシュ分割追加）

・段差フーチング
・付属設計：側方移動の判定
・翼壁拡張オプション：機能拡張（メッシュ分割追加）

・段差フーチング
・付属設計：側方移動の判定
・底版中央部，翼壁拡張オプション：機能追加（メッシュ分割追加）

・「耐震設計便覧（仮称）」への対応
・橋脚－震度算出－落橋防止システム連携（3製品連携）

・自動杭配置機能
・L2塑性化後の地盤定数での常時，暴風時及びＬ１地震時の照査
・圧密沈下が生じる地盤中での斜杭の照査

・斜め切ばり対応（ラーメンモデル）
・支保工撤去順序の自由な設定に対応
・その他

・斜角：任意荷重対応
・門形：多層盛土
・杭基礎：杭種追加
・配筋データ入力方法拡張（鉄筋本数入力）

・適用マニュアル改訂対応
・多数アンカー工法

・全体安定検討（円弧すべり）（Advanced）
・試行くさび法の見掛けの震度拡張
・衝突荷重拡張
・「地盤改良の設計計算」との連携

・建築限界各点の座標計算
・内空断面トライアルと決定断面の諸数値算出
・各掘削区分（岩種）に対する数量計算書
・GeoFEAS2Dへのエクスポート

・H24軟弱地盤対策工指針対応
・H19 鉄道基準対応
・対策工関連要望対応

・単鉄筋構造
・温度変化

・下水道管シリーズ４製品統合
・液状化判定

・貯留施設：オリフィス複数ケース
・貯留施設：正面越流，横越流の放流計算

・RC 巻き立て断面寸法の拡張
・必要斜引張鉄筋量算出（常時，L1地震時）
・均しコンクリート設置モデル
・連動荷重入力拡張
・門柱：地震時＋温度変化の組合せケース
・翼壁Ｕ型張出し形状

・UC-win/FRAME(3D) エクスポート
・L1荷重ケースの水位条件を複数入力
・曲げ破壊型での終局変位算出オプション追加

・固有周期の算出に対応
・常時の荷重組合せケースに対応
・隔壁に作用する任意荷重に対応
・フラットスラブ構造で、柱列帯、柱間帯の配筋データを別々に入力、断面照査に対応
・Ｙ方向の安定計算に対応

・河川災害復旧護岸工法技術指針（案）及び鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）に準拠したかごマット護岸の
設計を行うプログラム

・汎用パラメトリックシンボル機能

・異種断面
・拡底杭
・材質追加
・計算書出力改善

・「擁壁の設計」との連携
・建築基準：沈下の検討
・建築基準：円弧すべりの検討

３D配筋ＣＡＤの全ての機能を継承したSaaS版。　
・モデリング機能（躯体生成機能、躯体配置機能）　　
・鉄筋生成機能　　
・干渉チェック機能（UC-1、3D 配筋ビューアのインポートチェック対応）
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NEW

「VRプレゼンテーションと
　　　　　新しい街づくり」

エンジニアのためのITリテラシーとして、無料オフィスソフトウェアLibreOf-
ficeの活用方法と関連情報知識を速習できる入門書です。特別付録DVDに
は本書の電子書籍版、LibreOffice、100点以上のテンプレートや便利なフ
リーソフトなどが含まれています。

2012年9月発売 本体1，500円 ＋税定価

2011年11月発売 本体3，480円 ＋税定価

2009年11月発売

本体2，800円 ＋税定価 本体3，800円 ＋税定価

2008年11月発売

2010年11月発売 本体2，800円 ＋税定価

プログラミング経験の少ない土木建築エンジニア
向けの、Delphiによるプログラミング入門書。付
属DVD-ROMに収録のサンプルプログラムや豊
富な実例により、SDK（開発キット）を活用したプ
ログラミングの方法をわかりやすく丁寧に解説！

プログラミングの経験のある土木建築エンジニア
が、グラフィックス・プログラミング、並列プログラ
ミングを学ぶ入門書。UC-win/RoadのSDK（開
発キット）を活用したVRのOpenGLプログラミン
グから、先端の並列グラフィック言語CUDAの応
用まで、わかりやすく解説！

本体3，790円 ＋税定価本体 　88元 ＋税定価

「先端グラフィックス言語入門
　～ Open GL Ver.4 & CUDA ～」

「エンジニアのためのLibreOffice入門」

「数値シミュレーションで
　　　　考える構造解析」

「道路景観規劃設計軟件
  UC-win/Road実用教程」

「できる！使える！
　バーチャルリアリティ」

「土木建築エンジニアの
　　　　　プログラミング入門」

BOOK

出版･販売書籍

「Androidプログラミング入門」
Linux環境におけるスマートフォンアプリ開発の基礎と
3DVRアプリプログラミング
Android OS 対応アプリケーション開発の基礎と併せて、VR-Cloud® ク
ライアントのAndroidアプリ構築プログラミングを、豊富な実例をもとに学
ぶ入門書です。スマートホンの基礎知識からAndroid開発環境の構築、基
本的なアプリケーションのプログラミング方法までを網羅しています。
2012年11月発売 本体1，500円 ＋税定価

にて販売中！
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